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	サイレント情報制御因子（SIR2）ファミリー遺伝子は、ニコチンアミドアデニンジヌクレオチド（NAD）依存性タンパク質脱アセチル化酵素（クラスIIIヒストン脱アセチル化酵素とも呼ばれる）をコードする高度に保存された遺伝子群です。SirT1脱アセチル化酵素の活性はニコチンアミドによって阻害され、レスベラトロールによって活性化されます。NAD依存性タンパク質脱アセチル化酵素は、転写制御を細胞内エネルギー論に直接結び付け、細胞周期、DNA損傷への応答、代謝、アポトーシス、オートファジーといった複数の独立した細胞機能の調整に関与しています。神経発生移行期には、BCL6依存的にヒストン脱アセチル化を介してNOTCH1標的遺伝子を選択的に抑制し、神経分化を誘導します。
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	(1) 293T細胞溶解物、(2) カリキュリンA処理した293T細胞におけるPhospho-SIRT1 (T530)発現のウェスタンブロット解析。

